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こ
こ
ろ
は
ひ
と
つ
　
東
日
本
復
興
支
援
と
題
し

た
こ
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
、渥
美
半
島
の
野
菜

を
集
め
て
被
災
地
に
送
り
、ま
た
協
賛
支
援
イ
ベ
ン

ト
と
し
て
復
興
支
援
凧
揚
げ
を
行
い
ま
し
た
。

　

事
前
に
市
民
の
皆
さ
ん
に
は
、
支
援
物
資
と
し
て

野
菜
の
提
供
を
呼
び
か
け
て
い
た
た
め
、
２
日
間
で

３
０
０
０
名
の
方
が
ご
協
力
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
日

本
一
の
渥
美
半
島
の
野
菜
を
被
災
地
に
送
ろ
う
と
、

野
菜
な
ど
の
物
資
１
０
８
０
箱
、お
米
２
２
４
１
㎏
、

支
援
金
22
万
９
７
９
７
円
が
集
ま
り
ま
し
た
。
物
資

の
運
搬
は
、
企
業
の
皆
さ
ん
の
協
力
を
得
て
、
４
ト

ン
と
10
ト
ン
の
ト
ラ
ッ
ク
に
満
載
し
、
福
島
県
と
宮

城
県
の
仮
設
住
宅
に
住
む
約
４
０
０
０
世
帯
に
届
け

ま
し
た
。

　

こ
こ
で
、
ご
報
告
と
、
ご
協
力
い
た
だ
い
た
方
々

に
深
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
東
北
の
復
興
を
願
う
横
連
凧
（
ア
ー
チ
カ

イ
ト
）
に
は
、
東
部
中
学
校
を
は
じ
め
と
す
る
地
元

の
小
中
学
校
６
校
の
児
童
・
生
徒
や
、
福
島
県
か
ら

避
難
し
て
き
た
方
な
ど
が
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
書
き
ま
し

た
。
被
災
地
へ
の
思
い
を
横
連
凧
に
の
せ
、
大
空
に

３
連
の
＂
絆
＂
凧
が
飛
翔
。
東
北
の
空
へ
届
く
よ
う

に
と
参
加
者
た
ち
は
願
い
を
込
め
て
い
ま
し
た
。

◦支援物資を積み込む様子

◦横連凧を見上げる参加者ら

私
た
ち
Ｎ
Ｐ
Ｏ
田
原
し
み
ん
震
災
支
援
ネ
ッ
ト（
沓
名
智
彦
代
表
）
と
田
原
凧
保
存
会
（
松
井
克
雄
会
長
）
は
、
東

日
本
大
震
災
の
被
災
地
へ
野
菜
を
送
る
な
ど
の
支
援
活
動
を
続
け
て
き
ま
し
た
。
今
回
は
、
３
月
10
日
（
土
）・
11

日
（
日
）
に
開
催
し
た
復
興
支
援
イ
ベ
ン
ト
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

投
稿

平成 24年 4月15日   　  　　　　　　　　│ 2 │



●しみんの広場

し
み
ん  

広
場

の

もくじ

  「
こ
こ
ろ
は
ひ
と
つ
」復
興
支
援
イ
ベ
ン
ト        

２
ペ
ー
ジ

●

 

●

 

●

 

市
民
活
動
を
応
援
す
る
ペ
ー
ジ　
　
　
　

      

５
ペ
ー
ジ

　
ジ
ョ
ー
ジ
タ
ウ
ン
市
で
震
災
復
興
イ
ベ
ン
ト　

 

３
ペ
ー
ジ

地
域
の
話
題（
田
原
中
部
校
区
）  　
　
　
　
　

４
ペ
ー
ジ

●

友好 ﹁
田
原
市
の
姉
妹
都
市 

米
国・ジ
ョ
ー
ジ
タ
ウ
ン
市
﹂

東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
を
願
う

　
　
ジ
ョ
ー
ジ
タ
ウ
ン
市
ス
コ
ッ
ト
高
校
日
本
語
教
師

　
　

ネ
イ
セ
ン・パ
ッ
ト
ン
さ
ん

東
日
本
大
震
災
か
ら
１
年
を
迎
え
た
３
月
11
日

（
日
）、米
国
・
ジ
ョ
ー
ジ
タ
ウ
ン
市
で
、復
興

を
願
う
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
ま
し
た
。会
場
は
友
好
園

の
広
場
。友
好
園
は
、田
原
市
と
ジ
ョ
ー
ジ
タ
ウ
ン
市

と
の
姉
妹
都
市
提
携
10
周
年
を
記
念
し
て
つ
く
ら
れ

た
日
本
庭
園
で
、今
回
の
イ
ベ
ン
ト
に
ふ
さ
わ
し
い

場
所
で
す
。参
加
者
は
人
文
字
で「
友
」と
な
る
よ
う

に
並
び
、＂Y ユ

ー

ou

’v ブe G

ガ
ッ
ト

ot a

ア F

フ
レ
ン
ド

riend

＂を
歌
っ
て
、

被
災
地
へ
の
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
信
し
ま
し

た
。私
の
呼
び
か
け
に
賛
同
し
て
参
加
し
て
く
だ

さ
っ
た
方
は
お
よ
そ
１
０
０
名
。参
加
者
は
、大
震

災
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
と
、庭
園
内
で
松
の
木
の

植
樹
も
行
い
、支
援
の
気
持
ち
を
新
た
に
し
て
い

ま
し
た
。

　４月９日（月）、田原市は長野県宮田村
と、災害時相互応援に関する協定を結び
ました。
　この協定は、地震や大雨などにより災害
が発生した場合、相互援助の応援体制を
確立するものです。応急の復旧に必要な
食料や水の提供、職員の派遣のほか、児
童・生徒など被災者の一時受け入れなどを
行います。
　詳しくは、広
報たはら5月1
日号「市政の話
題」でご紹介し
ます。

◉防災対策課　☎23局３５４８

市民の声紹介

◉政策推進課　☎23局3507
　 　http：//www.city.tahara.aichi.jp/

Ｑ　愛知県が、東日本大震災による災害廃棄物（がれき）の受け
入れについて、田原市の企業敷地内を検討しているとの報道が
されていますが、市の対応を教えてください。

Ａ　がれきの受け入れについては、田原市だけでなく東三河8
市町村で構成する東三河広域協議会で対応しています。
　被災地の復興に対し、引き続き協力していく必要があると認
識していますが、がれきの受け入れについては、住民の安全の
確保と、放射能汚染を拡散させないことが大原則であると考え
ています。
　今後は、東三河広域協議会において被災地の調査を行い、国
の説明や愛知県が示す受け入れ基準などを勘案したうえで、受
け入れの可否など対応方針を検討していきます。
※詳しくは、田原市ホームページをご覧ください
　今後もホームページなどで随時お知らせしていきます

◦友好園に松を植樹（姉妹都
　市に関わりの深い方たち）

◦人文字「友」  Nick Ylagan提供

Nancy Royden/Georgetown News-Graphic提供

◦友という文字を説明
　Nancy Royden/
　Georgetown News-Graphic提供

投
稿

友好都市「長野県宮田村」と調印
災害時相互応援に関する協定
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●しみんの広場

地域
発!

田
原
中
部
校
区
で
は
、
ま
ち
づ
く
り

推
進
計
画
に
基
づ
き
、
さ
ま
ざ
ま

な
行
事
や
課
題
解
決
の
取
り
組
み
を
行
っ

て
い
ま
す
。
本
校
区
の
代
表
的
な
行
事
と

い
え
ば
、
城
下
町
の
伝
統
文
化
を
今
に
伝

え
る
「
田
原
祭
り
」
が
あ
り
ま
す
が
、
今

回
は
祭
り
以
外
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
ご

紹
介
し
ま
す
。

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
ア
リ
の
根
絶
を
！

　
「
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
ア
リ
」
は
、
校
区
外

の
皆
さ
ん
に
は
あ
ま
り
な
じ
み
の
な
い
名

前
か
と
思
い
ま
す
。
こ
の
ア
リ
は
、
も
と

も
と
日
本
に
は
生
息
し
な
い
特
定
外
来
生

物
で
す
。
住
宅
に
侵
入
し
て
食
べ
物
に
群

が
っ
た
り
、
日
本
固
有
の
ア
リ
た
ち
を
攻

撃
し
て
地
域
の
生
態
系
を
壊
し
た
り
す
る

な
ど
の
被
害
を
も
た
ら
し
ま
す
。

　

現
在
、
田
原
市
街
地
を
中
心
に
こ
の
ア

地
域
の
話
題

田
原
中
部
校
区

絆
を
深
め
る
取
り
組
み

▲教育講演会

田
原
市
街
地
に
位
置
し
、﹁
歴
史
・
文
化
・
伝
統
﹂
の
発
信
を
目
標
に

地
域
づ
く
り
を
進
め
て
い
る
田
原
中
部
校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
か
ら
、

力
を
入
れ
て
い
る
活
動
に
つ
い
て
お
便
り
が
届
き
ま
し
た
。

リ
の
大
量
発
生
が
確
認
さ
れ
て
い
る
た

め
、
進
入
し
た
区
域
を
対
象
に
、
平
成
21

年
度
か
ら
薬
剤
を
使
っ
た
一
斉
防
除
を

行
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
取
り
組
み
の

成
果
で
、
生
息
区
域
か
ら
他
地
域
へ
の
広

が
り
は
押
さ
え
ら
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、

残
念
な
が
ら
、
未
だ
駆
除
に
は
至
っ
て
い

ま
せ
ん
。
本
校
区
と
し
て
は
、
生
息
す
る

区
域
だ
け
の
問
題
と
せ
ず
、
校
区
全
体
の

課
題
と
し
て
、
こ
れ
以
上
生
息
範
囲
を
広

げ
ず
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
ア
リ
の
根
絶
を
目

指
し
、
活

動
を
継
続

し
て
い
く

予
定
で

す
。

い
い
汗
！
「
ス
ポ
ー
ツ
健
康
講
座
」

　

校
区
内
に
は
、
多
く
の
歴
史
文
化
の
拠

▲田原祭り（昼山車のそろい踏み）

点
を
つ
な
ぐ「
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ト
レ
イ
ル
」

が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
そ
の
案
内
板
を

利
用
し
た
「
ス
ポ
ー
ツ
健
康
講
座
・
み
ん

な
で
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
し
ま
せ
ん
か
」
を

１
月
に
開
催
し
ま
し
た
。
約
50
名
の
参
加

者
は
、
市
の
職
員
か
ら
歩
く
際
の
フ
ォ
ー

ム
や
注
意
点
な
ど
を
学
び
、
距
離
２
・
８

㎞
の
＂
中
部
満
喫
コ
ー
ス
＂
を
歩
き
ま
し

た
。
心
地
よ
い
汗
を
流
し
た
あ
と
は
、
甘

酒
で
心
も
体
も
温
ま
り
ま
し
た
。

地
域
で
学
ぶ
「
教
育
講
演
会
」

　

毎
年
さ
ま
ざ
ま
な
テ
ー
マ
で
開
催
し
て

い
る
こ
の
講
演
会
。
今
回
は
、
豊
橋
調
理

製
菓
専
門
学
校
長
の
鈴
木
良
昌
氏
を
講
師

に
お
迎
え
し
、「
東
三
河
の
食
環
境 

今
昔
」

に
つ
い
て
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。
参

加
者
か
ら
は
「
食
育
の
大
切
さ
を
実
感
し

た
」「
地
元
の
食
材
を
し
っ
か
り
味
わ
う

食
環
境
が
重
要
」
と
い
っ
た
感
想
が
聞
か

れ
、
日
常
の
食
生
活
を
見
直
す
良
い
機
会

と
な
っ
た
よ
う
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
今
後
も
さ
ま
ざ
ま
な
活

動
を
通
し
て
、
校
区
の
絆
を
深
め
、
暮
ら

し
や
す
い
地
域
の
実
現
を
目
指
し
て
い
き

ま
す
。

▲薬剤の設置風景

▲案内板

平成 24年 4月15日   　  　　　　　　　　│ 4 │



●しみんの広場

₁ＮＰＯや市民活動に関する相談を受け付けています。（毎週火・金・土 14:00～19:00 田原文化会館フリースペース）
₂このページおよび市民活動支援センターホームページに掲載する市民活動情報を募集しています。
◉お問い合わせ： ☎22局1111（内線812）※開設時間のみ　 23局0180　 shiminkatsudo@city.tahara.aichi.jp

http://www.city.tahara.aichi.jp/kyoudou/田原市民活動支援センター

市民活動を応援するページ
「市民活動向上事業」を募集します新・補助金制度

❖市民活動の活性化で、「協働まちづくり」の実現を
市民活動団体は、田原市が目指す「協働によるまちづくり」の担い手として期待されています。そこで、団体
のスキルアップや人材育成、団体間の連携強化を目的とした補助金が設けられました。市民活動の活性化を図
るため、市民感覚の創意工夫を凝らした事業が募集されます。
対象事業　市内の市民活動の活性化につながる、団体のスキルアップ・人材育成・連携強

化を目的とする事業で、平成 25 年２月末日までに完了するもの
対象団体　市内で公益活動を行う５名以上で構成された団体、またはそれらの連携組織
補助金額　１事業につき補助対象経費の２分の１（上限 20 万円）
募集期間　4 月 16 日⺼ ～ 5 月 21 日⺼ ※午後５時 15 分必着
審査方法　書類審査および審査会での提案説明 ※審査会は５月下旬開催予定
申 請 先　市民協働課☎23 局 3504
そ の 他　制度の概要、申請書の書き方など応募に関する相談は、市民活動支援センター（開設日は頁下段）

で随時対応しますので、お気軽にご相談ください。また、応募の手引き・申請様式などは、田原市ホー
ムページからダウンロードできます。

ご近所の「お悩み解決」お手伝いします！
～地域コミュニティ活性化アドバイザー派遣事業～

地域コミュニティ団体の皆さんの悩みや困りごとに対して、直接地域に出向き助言を行う
「アドバイザー」が、愛知県から派遣されます。ぜひ、ご応募ください。

◉対象団体　組織として活動中の地域コミュニティ団体
◉テーマ例　「団体リーダーの後継者確保」「行事の参加者増加策」「高齢者の見守り」など
◉募集期間　５月11日（金）まで ※午後５時必着　
◉応募方法　アドバイスを受けたいテーマ（課題）などを派遣申請書で提出
◉選定方法　愛知県による書類審査

助成金のご案内

▼愛知県 地域振興部 地域政策課 地域振興グループ
☎（052）954 局 6096　 （052）954 局 6906

chiiki@pref.aichi.lg.jp　  http://www.pref.aichi.jp/chiiki/

応募・お問い合わせ

助成の名称 対象・内容 申請期限 申し込み・お問い合わせ

◦平成 24 年度 ニッセイ
財団・高齢社会助成

高齢社会における地域福祉、まちづ
くりを目指す地域を基盤とした先駆
的事業など

5/31㊍
※当日消印有効

（公財）日本生命財団
☎ 06-6204-4013
　 http://www.nihonseimei-
　　　　　zaidan.or.jp/kourei/

◦赤い羽根  「災害ボラン
ティア・ＮＰＯ活動サ
ポート募金」助成事業

東日本大震災で被災された方々への
救援・支援活動　※現地の状況の変化
に合わせ、要項などは変更されます。

随時受付

（社）中央共同募金会企画広報部
☎ 03-3581-3846
　 03-3581-5755
　 http://www.akaihane.or.jp/

愛知県
事業

あなたの活動にお役立てください

│ 5 │　　　　　　　　　　平成 24年4月15日



45

学校生活の
一コマを紹介

　　 六連小学校「児童会活動」
　　自信をつけよう！特技発表会
　　
　六連小学校では、毎年全校で特技発表会を開いてい
ます。この発表会は、子どもたちがグループごとに日
ごろの練習の成果や得意なことを発表し合う会です。
　今年は、２月７日（火）に、体育館で３０組延べ
１２０名の児童と、六連保育園年長児の１１名が発表
会を行いました。こま回し、竹馬、一輪車、空手、バドミ
ントン、フラフープ、サッカー、ヨーヨー、ピアノなど
実にさまざまです。保育園児も跳び箱などの演技をし
ました。
　『子どものときに身につけたことは、大人になって
も忘れない』といわれています。また、何か得意なもの
があると自信がわいてくるものです。
　子どもたちには、人の特技を見て刺激を受け、自分
の特技をさらに磨いて欲しいと思っています。

　今回は、小学校での児童会活動とサイエンスショーの様子
をご紹介します。 ●学校教育課２３局３６７９

 中山小学校「理科学習」
わくわくどきどき「サイエンスショー」

　中山小学校では、昨年から「かかわり 考え 学び合
う」をテーマに、理科と生活科の研究を進めていま
す。その取り組みの一つとして、月１回、月曜日の朝
会の時間に、「サイエンスショー」を行っています。
　１月は「－１９６℃の世界」と題して、液体窒素に
バラの花や風船を入れる実験を行いました。２月は

「空気で遊ぼう」と題して、ドライヤーの風力でカッ
プ麺の入れ物を浮かせたり、巨大空気砲で煙の形を
変えたりする実験をしました。
　子どもたちは、毎回、目を輝かせ、身を乗り出して、
色々な実験に歓声をあげています。これからも月１
回、子どもたちが、楽しく、わくわくするような実験
を計画しています。このサイエンスショーを通して、
子どもたちの科学への興味関心が、もっともっと深
まっていくことを願っています。

◦リンボーダンスで、通れるかな？

◦バラを液体窒素に入れると、どうなるかな？

◦空気砲の発射実験をしたよ！

◦ハンドベルで、きらきら星と聖者の行進を演奏したよ

平成 24年 4月15日   　  　　　　　　　　│ 6 │
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4

たはらシティニュース

た
は
ら
シ
ティ
ニュ
ー
ス

　

春
季
火
災
予
防
運
動
の
一
環
と
し
て
、赤
羽
根

保
育
園
、第
一
保
育
園
で
防
火
パ
レ
ー
ド
が
行
わ

れ
ま
し
た
。か
わ
い
い
法
被
姿
で
参
加
し
た
計

１
２
４
名
の
園
児
た
ち
は
、「
火
の
用
心
！
」と
音

楽
に
合
わ
せ
て
拍
子
木
を
打
ち
鳴
ら
し
、沿
道
の

住
民
に
防
火
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

▲元気よくパレードする赤羽根保育園の園児たち（国道42号沿い）

乾
燥
す
る
季
節
は

み
ん
な
で
火
の
用
心

３
月
１
日［
木
］

　

田
原
福
祉
専
門
学
校
入
学
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。新
入
生
45
名
は
、こ
れ
か
ら
の
２
年
間
で
、介
護

福
祉
士
の
国
家
資
格
取
得
を
目
指
し
ま
す
。地
域

の
行
事
や
祭
り
な
ど
に
参
加
す
る
機
会
も
多
い
同

校
の
学
生
。同
じ
道
を
歩
む
仲
間
た
ち
と
、田
原
市

で
た
く
さ
ん
の
思
い
出
を
作
って
く
だ
さ
い
ね
。

〝
た
っ
ぷ
く
〞で

学
生
生
活
ス
タ
ー
ト

４
月
3
日［
火
］

▲誓いの言葉を述べる新入生代表の田中佑樹さん

　

日
帰
り
花
育
バ
ス
ツ
ア
ー
が
田
原
市・豊
橋
市
内

で
行
わ
れ
、32
名
が
参
加
し
ま
し
た
。地
元
の
食
材

や
季
節
の
花
の
す
ば
ら
し
さ
に
触
れ
て
も
ら
お
う
と

行
わ
れ
た
こ
の
ツ
ア
ー
。参
加
者
は
、田
原
市
内
で
最

先
端
機
器
の
あ
る
Ｊ
Ａ
花
き
出
荷
場
を
見
学
後
、ラ

ン
チ
バ
イ
キ
ン
グ
で
旬
の
味
覚
を
楽
し
み
ま
し
た
。

▲季節の花を使ったフラワーアレンジメント教室も好評でした

豊
か
な
地
域
資
源

私
た
ち
の
誇
り

３
月
６
日［
火
］
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最
近
、ご
み
出
し
の
ル
ー
ル
や
マ

ナ
ー
が
守
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
が
あ

り
ま
す
。今
回
は
、ご
み
を
出
す
と
き

に
気
を
つ
け
て
ほ
し
い
こ
と
に
つ
い

て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

❖
ご
み
は
収
集
日
の
午
前

６
時
～
８
時
ま
で
に
出

し
ま
し
ょ
う

　

ご
み
は
種
類
ご
と
に
収
集
日
が
決
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
ご
み

収
集
カ
レ
ン
ダ
ー

を
確
認
し
、
夜
間

や
収
集
日
以
外
の

日
に
は
出
さ
な
い

で
く
だ
さ
い
。

❖
自
分
が
住
む
地
区
の
決
め
ら
れ
た
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
を
利
用
し
ま
し
ょ
う

　

各
地
区
に
設
置
し
て
あ
る
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

は
、地
元
の
皆
さ
ん
が
管
理
し
て
い
ま
す
。

他
の
地
区
の
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
に

は
、
絶
対
に
出

さ
な
い
で
く
だ

さ
い
。

❖
ご
み
の
飛
散
防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う

　

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
・
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
容
器
類
・

白
色
ト
レ
イ
な
ど
の
軽
い
ご
み
が
、
風
で

巻
き
上
げ
ら
れ
、
周
辺
の
道
路
に
散
乱

し
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
一
人
ひ
と

り
が
回
収
ネ
ッ
ト
の
口
を
必
ず
締
め
る
な

ど
、
マ
ナ
ー
の
徹
底
を
お
願
い
し
ま
す
。

❖
粗
大
ご
み
は
決
め
ら
れ
た
ル
ー
ル
で

出
し
ま
し
ょ
う

　

長
辺
が
40
㎝
以
上
の
大
き
な
ご
み
は
、

直
接
資
源
化
セ
ン

タ
ー
へ
持
ち
込
み

ま
し
ょ
う
。

　　
　
　

▼
清
掃
管
理
課

☎
23
局
３
５
３
８　

23
局
０
１
８
０

◉「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
」に
つ
い

て
考
え
て
み
よ
う
！　

　

東
日
本
大
震
災
以
降
、
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
に
対
す
る
注
目
が
高
ま
っ
て
い
ま

す
。
皆
さ
ん
の
生
活
に
も
深
い
関
係
の
あ

る
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
つ
い
て
ご
紹

介
し
ま
す
。

▪
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
は

　

石
油
や
石
炭
な
ど
一
度
燃
や
せ
ば
な
く

な
る
資
源
で
は
な
く
、
太
陽
光
や
風
力
、

水
力
、
地
熱
、
バ
イ
オ
マ
ス
な
ど
、
何
度

で
も
繰
り
返
し
使

う
こ
と
が
で
き
る

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
こ

と
で
す
。

▪
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
割
合

　

日
本
の
発
電
電
力
量
に
占
め
る
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
割
合
は
９
％
で
す
。
こ

れ
に
対
し
、
化
石
燃

料
は
62
％
、
原
子
力

は
29
％
を
占
め
て
い

ま
す
。（
平
成
21
年

度
）

▪
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
メ
リ
ッ
ト

❶
自
然
の
力
で
発
電
可
能
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
給
率
ア
ッ
プ
に

つ
な
が
り
ま
す
。

❷
地
球
に
や
さ
し
い

エ
ネ
ル
ギ
ー
で
す

の
で
、
温
暖
化
対

策
に
役
立
ち
ま
す
。

❸
日
本
の
将
来
を
支

え
る
産
業
を
育
て
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

▼
エ
コ
エ
ネ
推
進
課

☎
23
局
７
４
０
１　

23
局
０
１
８
０

72

ゴミゴミンと
リサイクルレンジャー

48

◉
た
は
ら
エ
コ
チ
ャ
レ
ン
ジ
宣
言
登
録
者
数

個
人
１
７
４
０
人・
事
業
所
80
か
所（
3
月
末
現
在
）

　

ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー

を
守
り
、
気
持
ち

よ
く
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
利
用
で
き
る

よ
う
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
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次
回
か
ら
、内
容
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
、省

資
源
・
リ
サ
イ
ク
ル
情
報
に
加
え
、環
境
に

関
す
る
情
報
も
ご
紹
介
し
ま
す
。皆
さ
ん

お
楽
し
み
に
！

田
原
市
は
、太
陽

光
発
電
シ
ス
テ
ム

の
設
置
の
支
援
を

す
る
な
ど
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

普
及
に
努
め
て
い

ま
す
。
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田
原
市
安
心
安
全
ほ
っ
と
メ
ー
ル

けん
ちゃんこ

ん
に
ち
は
、

＂
け
ん
ち
ゃ

ん
＂で
す
。
田
原
市

で
は
、
皆
さ
ん
の

携
帯
電
話
や
パ
ソ

コ
ン
へ
防
災
情
報

な
ど
を
お
届
け
す
る
メ
ー
ル
配
信
サ
ー

ビ
ス
を
行
っ
て
い
る
こ
と
を
ご
存
じ
で

す
か
。

▪
メ
ー
ル
配
信
し
て
い
る
情
報

◦
防
災
情
報

◦
気
象
警
報
（
波
浪
警
報
を
除
く
）
お

よ
び
津
波
注
意
報
・
警
報

◦
地
震
情
報
（
市
内
で
震
度
１
以
上
）

◦
東
海
地
震
注
意
情
報
な
ど
の
東
海
地

震
関
連
情
報

◦
防
災
行
政
無
線
情
報

◦
防
災
行
政
無
線
（
同
報
無
線
）
で
市

内
全
域
に
放
送
し
た
内
容

※
地
区
ご
と
に
放
送
さ
れ
る
内
容
は
配
信

さ
れ
ま
せ
ん
。

◦
防
犯
情
報

◦
児
童
・
生
徒
を
対
象
と
し
た
防
犯
情

報
（
不
審
者
情
報
な
ど
）

▪
登
録
方
法

︻
携
帯
電
話
か
ら
︼

₁　

tahara.anshinanzen@
fofa.jp

へ

空か
ら
メ
ー
ル
（
件
名
・
本
文
は
空
欄
）
を

送
信
す
る
と
、
返
信
メ
ー
ル
が
届
く

₂
本
文
に
あ
る
ガ
イ
ド
の
手
順
で
、
配

信
希
望
の
内
容
を
登
録

︻
パ
ソ
コ
ン
か
ら
︼

₁
田
原
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://w

w
w

.
city.tahara.aichi.jp/

）
を
開
く

₂
「
救
急
・
災
害
」
メ
ニ
ュ
ー
の
「
安

心
安
全
ほ
っ
と
メ
ー
ル
」
を
選
択

₃
ガ
イ
ド
の
手
順
で
、
配
信
希
望
の
内

容
と
受
信
す
る
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

（
携
帯
電
話
・
パ
ソ
コ
ン
）
を
登
録

▪
登
録
解
除
方
法

◦
田
原
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
登
録
案
内

ペ
ー
ジ
に
あ
る
配
信
解
除
フ
ォ
ー

ム
に
入
力
、
ま
た
は
配
信
メ
ー
ル

に
あ
る
解
除
用
ア
ド
レ
ス
に
空か

ら

メ

ー
ル
を
送
信

▼
防
災
対
策
課
☎
23
局
３
５
４
８

　平成２年に姉妹提携し、今年で22周年を迎えた田
原市と設楽町。これからも交流を続けていく両市町で
は、今年度も交流スタンプラリーを開催します。応募用
紙に指定のスタンプを押して応募すると、抽選で賞品
が当たります。山のまち設楽町からの「水の恵み」を
体感しながら、スタンプラリーに参加してみませんか。
※この事業は、豊川上下流域の相互理解を目的に
両市町が共同で実施しています。
◉開催期間
４月下旬～平成25年１月31日（木）※応募はがき必着
◉参加資格
どなたでも
◉応募方法
応募用紙に、指定の４つのエリア（設楽町２つ、田原市
２つ）から各１つ、すべてのエリアのスタンプを集め、必
要事項を記入のうえ、直接または郵送にて

◉応募先
田原市役所政策推進課、設楽町役場企画課
◉賞品
国内旅行券（１本）、Wチャンス特別賞（１本）、「道の
駅」協賛プレゼント（30本）、「海と山のまち」特産品ほ
か、計100本予定
◉お問い合わせ
政策推進課☎23局３５０７
※詳しくは、各ラリースポットにある応募用紙をご覧くだ
さい。

◉市内で応募用紙を配布しているラリースポット

「道の駅」田原めっくんはうす・あかばねロコステーション・伊良
湖クリスタルポルト、サンテパルクたはら

「海と山のまち」交流スタンプラリーにご参加ください
田原市と姉妹都市 設楽町の交流スタンプラリーについてご紹介します。

■国内外との交流・多文化共生
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ア
ダ
プ
ト
プ
ロ

グ
ラ
ム
（
里
親
制

度
）
は
、
市
民
と

市
が
協
力
し
合
い
、

市
が
管
理
す
る
道
路
、
公
園
、
河
川
な
ど

の
公
共
施
設
を
市
民
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

な
っ
て
管
理
す
る
制
度
で
す
。
道
路
や
公

園
、
河
川
な
ど
を
養
子
と
み
な
し
、
親
が

子
ど
も
を
大
切
に
す
る
よ
う
に
、
清
掃
・

美
化
な
ど
の
活
動
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◉
活
動
場
所

　

市
が
管
理
す
る
道
路
・
公
園
・
河
川
な

ど
の
公
共
施
設

◉
活
動
内
容

　

ご
み
の
収
集
、
除
草
、
樹
木
の
管
理
、

活
動
計
画
書
・
報
告
書
の
提
出

◉
支
援
内
容

環
境
美
化
に
必
要
な
物
品
（
ご
み
袋
、
軍

手
）
の
支
給
や
貸
し
出
し

希
望
者
に
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
名
称
を
表

示
す
る
サ
イ
ン
看
板
の
設
置

活
動
時
に
事
故
が
発
生
し
た
場
合
の
補
償

　

前
任
の
鈴
木
貞
敏
さ
ん
（
赤
羽
根
町
）

に
代
わ
り
、
新
た
に
伊
藤
博
文
さ
ん
（
若

見
町
）
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。
任
期
は
平

成
25
年
２
月
７
日
ま
で
で
す
。

そ
の
他
活
動
に
必
要
な
事
項

◉
対
象
者

　

市
内
に
在
住
・
在
勤
・
在
学
す
る
個
人
・

事
業
者
・
団
体

◉
申
し
込
み

　

所
定
の
申
し
込
み
用
紙
に
必
要
事
項
を

記
入
の
う
え
、維
持
管
理
課
へ
直
接（
申

し
込
み
用
紙
は
維
持
管
理
課
で
配
布
す

る
ほ
か
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
可
）

◉
そ
の
他

　

申
し
込
み
後
に
、
市
と
協
議
し
て
「
合

意
書
」
を
交
わ
し
ま
す
。　

▼
維
持
管
理
課

☎
23
局
４
１
０
３　

23
局
０
１
８
０

　

ijikanri@
city.tahara.aichi.jp 

　

http://w
w

w
.city.tahara.aichi.jp/

▼
対
象
＝
市
内
の
２
名
以
上
で
構
成
す
る

グ
ル
ー
プ
（
中
学
生
以
下
の
子
ど
も
を
含

む
場
合
は
保
護
者
同
伴
）
▼
調
査
期
間
＝

６
月
５
日
（
環
境
の
日
）
の
前
後
１
週
間

※
こ
の
期
間
内
に
、
調
査
が
で
き
な
い
場

合
は
時
期
を
ず
ら
し
て
調
査
す
る
こ
と
も

可
能
。
▼
内
容
＝
身
近
な
水
辺
（
河
川
・

海
・
た
め
池
な
ど
）
の
水
質
、
水
量
、
生

態
系
な
ど
を
調
べ
て
調
査
結
果
を
報
告　

▼
参
加
料
＝
無
料　

▼
申
し
込
み
＝
５
月

11
日
（
金
）
ま
で
に
環
境
衛
生
課
で
配
布

す
る
参
加
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の

う
え
提
出

▼
環
境
衛
生
課

☎
23
局
３
５
４
１　

23
局
０
１
８
０

　

kankyo@
city.tahara.aichi.jp

　

豊
橋
市
と
共
同
で
、
野
鳥
や
干
潟
の
生

き
物
の
観
察
会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
対
象
＝
ど
な
た
で
も
（
中
学
生
以
下
は

保
護
者
同
伴
）　

▼
日
時
＝
５
月
20
日（
日
）

午
前
10
時
～
正
午
ま
で　

※
雨
天
中
止　

▼
場
所
＝
汐
川
干
潟
（
豊
橋
市
杉
山
町
）

▼
定
員
＝
50
名
（
先
着
順
）　

▼
参
加
料

＝
無
料　

▼
持
ち
物
＝
長
靴
、
ス
コ
ッ
プ
、

タ
オ
ル
、
帽
子
、
飲
み
物
、
筆
記
用
具　

▼
申
し
込
み
＝
５
月
８
日
（
火
）
ま
で
に
、

電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
・
は
が

き
に
て
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
・
は
が
き

の
場
合
は
、
代
表
者
の
郵

便
番
号
・
住
所
・
電
話

番
号
と
参
加
者
全
員
の
氏

名
・
年
齢
を
明
記
）

▼
豊
橋
市
環
境
保
全
課

（
〒
４
４
０

－

８
５
０
１　

住
所
不
要
）

☎（
０
５
３
２
）51
局
２
３
８
５

　
（
０
５
３
２
）56
局
５
１
２
６

　

kankyohozen@
city.toyohashi.lg.jp

ま
ち
の
環
境
美
化
対
策

ア
ダ
プ
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム（
里
親
制
度
）

田
原
市
固
定
資
産

評
価
審
査
委
員
会
委
員

流
域
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

一
斉
調
査
参
加
者

春
の
汐
川
干
潟
自
然
観
察
会

▲ロゴマーク

伊藤 博
ひ ろ ふ み

文さん
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長
野
県
宮
田
村

り
ん
ご
の
木
オ
ー
ナ
ー

　

三
河
港
の
企

業
の
操
業
動
向

を
学
習
し
、
田

原
市
臨
海
部
工

業
団
地
の
果
た

す
役
割
を
学
ぶ

イ
ベ
ン
ト
で
す
。

洋
上
ク
ル
ー
ズ
船
は
、
伊
勢
湾
フ
ェ
リ
ー

を
利
用
し
ま
す
。

▼
対
象
＝
ど
な
た
で
も
（
子
ど
も
だ
け
で

の
参
加
は
小
学
４
年
生
以
上
の
グ
ル
ー

プ
）　

▼
内
容
＝
①
Ａ
プ
ラ
ン
：
ラ
グ
ー

ナ
蒲
郡
で
満
喫
コ
ー
ス
（
三
河
港
ク
ル
ー

ズ
と
ラ
グ
ー
ナ
蒲
郡
）
②
Ｂ
プ
ラ
ン
：

ち
ょ
っ
と
お
出
か
け
コ
ー
ス
（
三
河
港
ク

ル
ー
ズ
）　

※
三
河
港
の
役
割
や
機
能
、
第

26
回
エ
リ
カ
カ
ッ
プ
・
ヨ
ッ
ト
レ
ー
ス
の

模
様
を
船
上
か
ら
見
学　

▼
日
時
＝
５
月

27
日
（
日
）
①
午
前
８
時
～
午
後
４
時
②

午
前
10
時
30
分
～
午
後
２
時　

※
少
雨
決

行
（
東
三
河
南
部
地
域
や
田
原
市
に
、
気

象
警
報
な
ど
が
発
令
中
、
ま
た
は
発
令
の

恐
れ
が
あ
る
場
合
は
中
止
）　

▼
集
合
場

所
＝
田
原
文
化
会
館
第
１
駐
車
場　

▼
定

員
＝
①
１
０
０
名
②
50
名　

※
応
募
者
多

数
の
場
合
は
抽
選　

▼
参
加
料
＝
３
０
０

円
（
乳
児
は
無
料
）　

▼
持
ち
物
＝
弁
当
、

飲
み
物
、
タ
オ
ル
、
帽
子
な
ど　

▼
申
し
込

み
＝
５
月
18
日（
金
）ま
で
に
、
企
業
立
地

推
進
室
な
ど
で
配
布
す
る
参
加
申
込
書
に

必
要
事
項
を
記
入
し
持
参
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
・

電
話
に
て

▼
企
業
立
地
推
進
室

☎
23
局
３
５
４
９　

23
局
０
６
６
９

　

平
成
11
年
に
田
原
市
と
友
好
提
携
を
結

ん
だ
宮
田
村
で
は
、
交
流
事
業
の
一
環
と

し
て
、
Ｊ
Ａ
上
伊
那
宮
田
支
所
が
「
り
ん

ご
の
木
オ
ー
ナ
ー
」
を
募
集
し
ま
す
。
太

陽
の
光
を
た
っ
ぷ
り
浴
び
て
育
っ
た
、
甘

い
蜜み

つ

の
入
っ
た
「
サ
ン
ふ
じ
」
を
収
穫
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

　

な
お
、
昨
年
度
に
契
約
し
た
オ
ー
ナ
ー

の
方
に
は
、
継

続
希
望
を
お
伺

い
す
る
ハ
ガ
キ

を
郵
送
し
て
い

ま
す
の
で
、
ご

記
入
の
う
え
ご

返
送
く
だ
さ
い
。

♥
サ
ン
ふ
じ
Ａ

・
価
格
＝
２
万
５
０
０
０
円
（
税
込
み
）

・
数
量
＝
１
８
０
個
保
証

♥
サ
ン
ふ
じ
Ｂ

・
価
格
＝
３
万
８
５
０
０
円
（
税
込
み
） 

・
数
量
＝
３
０
０
個
保
証

▼
申
し
込
み
＝
５
月
２
日
（
水
）
ま
で
に

電
話
に
て

▼
Ｊ
Ａ
上
伊
那
宮
田
支
所
営
農
課

☎（
０
２
６
５
）84
局
１
２
０
１

～
ホ
テ
ル
で
味
わ
う
豊
橋
・
田
原
の
旬
～

　

農
業
王
国
豊

橋
・
田
原
で
生
産

さ
れ
る
旬
の
特
選

素
材
を
活
か
し
た

特
別
ラ
ン
チ
メ

ニ
ュ
ー
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
シ
ェ
フ
や

生
産
者
の
方
か
ら
お
話
を
伺
い
ま
す
。

▼
日
時
＝
５
月
16
日
（
水
）
正
午
～
午
後

２
時　

▼
場
所
＝
ホ
テ
ル
ア
ー
ク
リ
ッ

シ
ュ
豊
橋　

▼
講
師
＝
酒
井
淳
氏
（
ホ
テ

ル
総
料
理
長
）、
地
元
の
生
産
農
家
ほ
か

▼
定
員
＝
25
名
（
申
込
者
多
数
の
場
合
は

抽
選
）　

▼
参
加
料
＝
３
５
０
０
円
（
食

事
代
）　

▼
申
し
込
み
＝
４
月
30
日
（
月
・

振
）
ま
で
に
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
・
は
が

き
に
て
（
参
加
者
全
員
の
住
所
・
氏
名
・

年
齢
・
電
話
番
号
を
明
記
）

▼
豊
橋
田
原
広
域
農
業
推
進
会
議
事
務
局

（
〒
４
４
０

－

８
５
０
１　

住
所
不
要　

豊
橋
市
農
政
課
内
）

☎（
０
５
３
２
）51
局
２
４
６
４　

　
（
０
５
３
２
）56
局
５
１
３
０

　

info_nosei@
city.toyohashi.lg.jp

　

http://w
w

w
.toyohashi-tahara.jp/

　
消
費
生
活
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
相

談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
相
談
員
が
、

法
律
の
専
門
家
で
あ
る
弁
護
士
、
司
法
書

士
の
利
用
の
仕
方
な
ど
ア
ド
バ
イ
ス
い

た
し
ま
す
。
一
人
で
悩
ま
ず
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

▼
日
時
＝
①
第
１
・
第
３
・
第
５
金
曜
日

／
午
前
10
時
～
正
午
②
第
２
・
第
４
金
曜

日
／
午
前
10
時
～
正
午　

▼
場
所
＝
①
田

原
福
祉
セ
ン
タ
ー
相
談
室
②
あ
つ
み
ラ
イ

フ
ラ
ン
ド
（
５
月
11
日
金
か
ら
、
渥
美
文

化
会
館
小
会
議
室
Ａ
へ
変
更
）　

▼
相
談

料
＝
無
料　

▼
商
工
観
光
課

☎
23
局
３
５
２
２

　

22
局
３
８
１
７

ISEWAN FERRY

三
河
港
ク
ル
ー
ズ

三
河
港
統
合
50
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト

豊
橋
田
原
食
育
体
験
講
座「
地
産
地
消

の
ラ
ン
チ
セ
ミ
ナ
ー
」　

参
加
者

消
費
生
活
相
談
室
で

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

訪
問
販
売・契
約
ト
ラ
ブ
ル
、

悪
質
商
法
な
ど
困
っ
た
と
き
、

疑
問
に
思
っ
た
と
き
は
、お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
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渥
美
商
工
会
が
進
め
て
い
る
「
貝
づ
く

し
渥
美
」
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
か
。
貝
料
理
の
お
い
し
い
お
店
の
紹
介

や
貝
に
ま
つ
わ
る
情
報
が
満
載
で
す
。
貝

の
旬
の
時
期
、
お
す
す
め
の
料
理
方
法
ま

で
載
っ
て
い
て
、
と
て
も
親
切
な
も
の
で

す
。
ま
た
、
き
れ
い
な
写
真
で
レ
イ
ア
ウ

ト
さ
れ
、
見
る
だ
け
で
も
楽
し
い
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
で
す
。

　

私
は
、
そ
の
中
で
「
日
本
一
の
貝
の
半

島
」
と
い
う
コ
ピ
ー
が
と
て
も
気
に
入
り

ま
し
た
。「
ち
ょ
っ
と
大
げ
さ
じ
ゃ
な
い
？
」

と
思
う
方
が
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

私
も
大
賛
成
。
よ
く
ぞ
言
っ
て
く
れ
ま
し

た
と
思
わ
ず
拍
手
を
し
て
し
ま
い
ま
し

た
。
そ
れ
で
は
、
な
ぜ
そ
ん
な
こ
と
を
言

え
る
の
か
、
渥
美
半
島
の
人
た
ち
と
貝

と
の
つ
な
が
り
を
探
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

渥
美
半
島
は
貝
塚
の
宝
庫
と
呼
ば
れ
る

ほ
ど
、
縄
文
時
代
の
貝
塚
が
多
い
地
域
で

す
。
２
ｍ
あ
ま
り
に
も
積
み
重
な
っ
た
貝

殻
の
地
層
を
見
る
と
、
縄
文
人
は
貝
が
大

好
き
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
貝
を
食
べ
て
い
た

こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
今
で
も
店
先
や
料

理
店
で
並
ぶ
ア
サ
リ
・
ミ
ル
ク
イ
・
ウ
チ

ム
ラ
サ
キ
（
大
あ
さ
り
）・
ダ
ン
ベ
イ
キ

サ
ゴ
（
な
が
ら
み
）・

ア
カ
ニ
シ
を
は
じ

め
、
あ
ま
り
食
べ
な

い
オ
ニ
ア
サ
リ
・
イ

ボ
ニ
シ
・
ス
ガ
イ
・

ツ
メ
タ
ガ
イ
・
サ
ル

ボ
ウ
ま
で
食
べ
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
縄

文
時
代
に
多
く
食
べ

ら
れ
て
い
た
貝
の
ハ

マ
グ
リ
・
ハ
イ
ガ
イ
・

イ
タ
ボ
ガ
キ
は
、
今

で
は
渥
美
半
島
に
は
、
い
な
く
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
渥
美
半
島
の
人
た
ち
は
、

昔
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
海
に
生
息
す
る
貝
を

食
べ
て
い
た
こ
と
が
特
徴
と
し
て
あ
げ
ら

れ
ま
す
。

　

ま
た
、縄
文
人
は
食
べ
る
だ
け
で
な
く
、

腕
輪
を
作
る
た
め
に
も
貝
を
利
用
し
て
い

ま
し
た
。
こ
の
貝
の
腕
輪
は
、
渥
美
半
島

の
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
当
時
の
重
要
な
産
業

で
し
た
。

　

平
成
17
年
に
吉
胡
貝
塚
の
発
掘
で
見
つ

か
っ
た
＂
葬
ら
れ
た
女
性
＂
は
、
貝
の
腕

輪
、
貝
の
頭
飾
り
、
貝
の
鏃や

じ
り

と
い
っ
た
貝

に
こ
だ
わ
っ
た
ア
ク
セ
サ
リ
ー
を
身
に
付

け
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
埋
葬
さ
れ
た
子

ど
も
に
は
、
合
わ
せ
た
貝
殻
の
中
に
貝
を

　

貝
づ
く
し
渥
美
１

入
れ
、
音
を
出
す
＂
ガ
ラ
ガ
ラ
＂
の
よ
う

な
玩
具
が
添
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
ま
る

で
、
貝
に
囲
ま
れ
た
渥
美
半
島
の
人
た
ち

を
象
徴
す
る
よ
う
で
す
。

　
　
　
　

・
・
・
・
つ
づ
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
増
山
）

︻
表
紙
の
写
真
︼免
々
田
川
の
カ
ワ
ヅ
ザ
ク
ラ︵
福
江
町
︶

▼
出
勤
途
中
で
見
か
け
る
福

江
町
の
カ
ワ
ヅ
ザ
ク
ラ
。苗

木
の
こ
ろ
か
ら
成
長
を
見
て

き
た
の
で
、毎
年
、開
花
を
楽
し
み
に

し
て
い
ま
し
た
。冬
の
寒
さ
が
長
引

き
、平
年
よ
り
も
開
花
が
遅
れ
て
い

ま
し
た
が
、心
待
ち
に
し
て
い
た
ぶ

ん
、満
開
に
な
っ
た
と
き
の
感
激
も

ひ
と
し
お
。今
で
は
、立
派
な＂
サ
ク

ラ
の
名
所
＂に
な
り
ま
し
た（
Ｏ
）
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▲縄文女性に付けられた貝のアクセサリー

▲貝で作られた玩具


